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自伝的記憶の記述式と口述式の方略の影響
Impact of the Strategy of Writing down 





　本研究は，大学生を対象に，自伝的記憶の効果を検討するために，SDMタスク（the self－ deﬁ ning 
memory task）を用いて筆記式と口述式の 2つの方法を実施し，その差異について検討することを目的と







　This study, the university students, in order to examine the eﬀ ect of autobiographical memory, two 
methods of writing down and describing was performed using SDM task （the self-defining memory 
task）, consider the diﬀ erence it was intended to be. Subjects, four-year college two schools of female 
students six （19-year-old １person, 20-year-old 2people, 21-year-old 3people, average age, 20.33 years old, 
SD=.82） is. As a result, spoken memory narratives has increased the number of characters than written 
memory narratives, and vividness,importance, recall frequency, tense, meaning does not affect. 
Diﬀ erences in the responses method of the emotional response to SDM, in addition to disgusted, was 
found to not affect. Differences in research strategies are vividness of autobiographical memory, 
importance, recall frequency, tense, meaning, does not affect, it was found that it is possible to 

































（筆者注：The stories we live by : Personal myths and the making of the self（Mcadmams, 















（McAdams & McLean, 2013）。
　言い換えれば，「ライフストーリー研究は，ナラティブ心理学と総称され」（やまだ , 2003），
「日常生活で人々がライフ（人生，生活，生）を生きてゆく過程，その経験プロセスを物語る行
















Memory System :自己メモリーシステム，以下，SMS）であり （Conway& Pleydell-Pearce, 
2000），SMSはトラウマ記憶と同じように SDM（self-deﬁ ning memory：自己を定義するような
記憶，以下，SDM）やアダルトアタッチメントの分析を通して，人格心理学や臨床心理学にも
応用できるとされる（Conway, Singer, & Tagini, 2004）。
　SDMは，自伝的記憶の副次的な型の１つで，長期的自己とエピソード記憶のイメージ感覚の
統合からなっている（Singer& Conway, 2011）。Singer&Moﬃ  tt（1991-1992）の自伝的記憶の量
的な研究は，SDMの意図性，鮮明さ，高水準のリハーサル，似たような記憶への関連付け，永
久的な関心，未決のコンフリクトの特徴を示している（Conway, Singer, & Tagini, 2004）。
　自己記述式の「自己定義記憶タスク（the self-deﬁ ning memory task：以下，SDMタスク）を
用いた研究は，要約された出来事よりも１つの出来事が想起されやすいこと（Singer & Moﬃ  tt, 
1991-1992），青年後期（18～ 23歳）に関し SDMの対人関係に影響があること（McLean & 
Thorne, 2003），青年後期にとっては自己説明としてよりも楽しませる機能が強いこと（McLean, 
















調査対象者　関東地区の 4年制大学 2校の女子学生 296名のうち，インタビュー調査への同意が


























自己定義記憶　自己定義記タスク（Singer & Moﬃ  tt, 1991-1992）の教示文を使用した。質問紙
の 2ページ目は「少なくとも 1年前以上前のことを思い出してください」の教示，続けて自己定
義記憶の条件（1年以上前の記憶で，鮮明で大切，自分を理解する時や自分を他人に理解しても



























































と副基準 1a．時制は，評定者間で全て一致，基準 2．誰との記憶と基準 4．意味は，k=1.00とな
り完全な一致，基準 3．関係性については，K=.76となり実質的に一致とみなし，信頼性が認め
られた。
出来事の 6類型　記述式 6件の内 1件が 1型（16.7％）残り 5件が 3型（83.3%），口述式 6件の
内 6件全てが 3型（100%）であった。この結果を Singer & Moﬃ  tt（1991-1992）の分類基準に
当てはめると，１～ 2型の件数を合算した「１つの出来事」は，記述式 6件の内 1件が 1つの出
来事（16.7％），残り 5件が 3～ 6型の件数を合算した「複数の出来事」（83.3%）となり，複数
の出来事が１つの出来事より多かった。





時制　記述式 6件の内 3件が過去（50%），3件が過去と現在（50%），口述式 6件全て（100%）
が過去と現在であった。記述式と口述式の比率の差の検定をマクマネー検定を用いて行った結
果，有意差は見られなかった。
誰との記憶　記述式 6件の内，対人関係なし 1件（16.7%），親記憶 2件（33.3%），その他記憶 1
件（16.7%），親とその他との記憶 2件（33.3%）であった。口述式 6件の内，親記憶 2件（33.3%），
その他記憶 1件（16.7%），親とその他との記憶１件（16.7%），仲間とその他との記憶記憶１件
（16.7%），親と仲間とその他との記憶１件（16.7%）であった。
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